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１．概要（Summary） 

多くの神経・筋疾患において、神経筋接合部

（Neuro-Muscular Junction, NMJ）の機能障害の関与

が示唆されている。NMJ をモデルするアッセイ系の開発

は、神経・筋疾患の病態解明や治療法開発に有用と考え

られる。本研究課題では、マイクロ流路チップを利用した

in vitro NMJモデルの開発を目指す。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】  

LED描画システム、マスクアライナー 

【実験方法】 

2つの細胞培養チャンバーがmicrogrooveで連結され

た PDMS デバイスを作成する（Fig. 1）。一方のチャンバ

ーに運動ニューロン、もう一方に筋細胞を培養する。運動

ニューロンから伸長した軸索は microgroove を通過して

筋細胞チャンバーに到達し、神経筋接合部（NMJ）を構

成する。これを NMJモデルとして病態研究に利用する。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

昨年度に設計した神経筋接合部をモデルするマイクロ

流路チップを利用し、細胞培養の条件検討を行っている

（Fig. 1）。小型の独立したチャンバーの中で効率よく細胞

を培養する条件を今後も検討する必要がある。 

 

  

Fig. 1 in vitro NMJ model in a microfluidic platform 
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